＜市民の責務＞

　　一緒に歩きながら、携帯電話でやりとりする若者たち。盛況のインターネットカフェ。バスや電車の中でも携帯電話を使い続け、時折やめるよう呼びかける車内放送も無視する人たちが絶えない。青少年の姿も目立つ。海外でも少ない、こんな日本のメディア中毒のような光景は、わが市内も例外ではない。しかも、周りの人が注意することも少ない。街中で青少年の非行の場面に出くわしても「見て見ぬふり」をして通り過ぎる大人が多いことにも通じている。自己中心主義、無責任社会といわれる象徴ではなかろうか。

　　ワンルームマンションに代表されるように、隣人も分からない、対話がない、防犯機能が低下しているコミュニティーの崩壊を表している。今回のアンケート結果を見ても、電子メディアの危険な側面の認識、地域で対応する必要性の認識も浸透していないようである。一方で、問題意識はあるが、どんなことから取り組んでいいか分からないという市民、各種団体の悩みもかなり見受けられた。こんな地域社会の状況が改善されない限り、電子メディアがもたらす影響、犯罪の誘発に効果的な手は打てないだろう。

　　地域団体などの多くが自然との触れ合い、地域行事への参加、各種の芸術活動、スポーツ、遊びなどを活発にして「電子メディアから離れて情操などを養う」取り組みを課題に挙げている。それと相まって、電子メディアに向き合う対策が不可欠だ。地域でも大人がマナーを示す必要があるが、知識が不十分で対応できないとの反省、悪質な事例などの情報を流してほしいとの要望もあった。地域・市民が電子メディアの問題について共に学び合い、対処していく取り組みが急がれる。

○市民一人一人が電子メディアへの造詣を深め、青少年の模範となるよう、電子メディアの学習と健全な活用に努めなければならない（学習）。

○市民は、インターネットなど電子メディアから得られる情報が法律や条例などで有害と認められるときは、それらの情報を青少年に見せ、聞かせ、または読ませないように努めなければならない（有害情報提供の防止）。

○町内会、自治会などの近隣組織、地域の各種団体などは、電子メディアに関する悪質な事例などの情報を、回覧など種々の方法を通じて、地域・市民に提供し合うよう努めなければならない（情報交流）。

○市民や各種団体などは、地域から電子メディアによる有害な環境を除去し、明るい街づくりを進めるよう努めなければならない（環境浄化）。

①電子メディアを配置した風俗営業店、各種施設への青少年の深夜（午後11時以降）の入場などの監視、通報などに努める。

②交通機関、公共の場でのマナー遵守など、青少年に範を示し、指導に努める。

③公民館などでのマナー教室の開催と学習参加を進める。

○市民は、青少年らを地域のさまざまな行事などに参画させる機会を増やし、電子メディアでは味わえない体験・交流を深めるよう努めなければならない（触れ合い）。

○市民や各種団体などは、保護者、教育機関等、事業者、広島市と「広島市青少年・電子メディア対策推進会議」を設置し、諸活動の推進に努めなければならない（連携活動）。

①意見交換の場づくり

②活動計画の策定

③各種事業の実施

④事業者との覚書交換

⑤トラブル処理

⑥貢献活動の表彰

⑦違法､条例違反など悪質な事業者の公表

⑧市への提言―など。
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